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第
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平
成
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十
年
三
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣
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三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
柿
沢
未
途
君
提
出
い
わ
ゆ
る
「
送
電
線
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
柿
沢
未
途
君
提
出
い
わ
ゆ
る
「
送
電
線
空
き
容
量
ゼ
ロ
」
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
想
定
潮
流
の
合
理
化
」
に
お
い
て
は
、
電
源
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
力
系
統
へ
の
接
続
に
関
す
る
契
約

（
以
下
「
接
続
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
た
電
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
送
電
線
を
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

電
力
系
統
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
容
量
が
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
取
扱
い
は
、
接
続
契
約
を
締
結
し
た
発
電
事
業
者
の
予
見

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
後
か
ら
接
続
契
約
の
申
込
み
（
以
下
「
接
続
申
込
」
と
い
う
。
）
を
し
た
発
電

事
業
者
を
優
先
的
に
接
続
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
事
業
者
間
の
個
々
の
接
続
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
電
源
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
送
配
電
事
業
者
は
公

表
し
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
実
潮
流
ベ
ー
ス
で
の
系
統
運
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
既
存
の
電
力
系
統
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
電
力
系
統
に
接
続
さ
れ
た
電
源
の
発
電
電
力
量
が
当
該
系
統
の
容

一



量
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
電
源
の
出
力
を
制
御
す
る
等
の
一
定
の
条
件
を
付
し
た
上
で
、
電
力
系
統
へ
の

接
続
を
認
め
る
等
の
運
用
の
仕
組
み
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

全
国
の
送
電
線
に
お
い
て
は
三
回
線
以
上
の
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
三
回
線
以
上
の
送
電
線
等
に
つ
い
て
は
、
「
「
五

十
％
」
と
い
う
利
用
率
が
、
平
常
時
に
電
気
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
容
量
」
と
は
な
ら
な
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
割
合
等
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
厳
密
な
潮
流
計
算
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
主
要
な
送
電
線
へ
の
接
続
を
可

能
と
す
る
容
量
に
つ
い
て
は
、
各
一
般
送
配
電
事
業
者
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

送
電
線
の
増
強
に
係
る
工
事
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
全
て
の
特
定
負
担
を
一
般
負
担
に
切
り
替
え
た
場
合
に
お
け
る

電
気
料
金
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
政
府
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

二



三
の
�
に
つ
い
て

電
力
の
需
要
家
が
発
電
設
備
か
ら
得
る
受
益
は
、
当
該
発
電
設
備
の
設
備
利
用
率
に
応
じ
る
た
め
、
設
備
利
用
率
に
応
じ

て
一
般
負
担
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
は
適
切
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
電
力
系
統
へ
接
続
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
発
電

事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
は
、
欧
州
の
多
く
の
国
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
御
指

摘
の
「
コ
ネ
ク
ト
＆
マ
ネ
ー
ジ
」
は
、
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
容
量
の
計
算
方
法
を
合
理
的
な
も
の
と
す
る
等
、

既
存
の
電
力
系
統
を
最
大
限
活
用
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
電
力
系
統
の
増
強
に
係
る
工
事
に
必
要
な
費
用
の
負
担
に
関
す
る

考
え
方
で
あ
る
一
般
負
担
の
上
限
額
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
送
電
系
統
へ
の
連
系
量
の
管
理
」
、
「
既
設
電
源
」
及
び
「
新
規
電
源
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
接
続
契
約
を
締
結
し
た
電
源
を
既
設
電
源
と
、
接
続
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
電
源
を
新
規
電
源

と
す
る
な
ら
ば
、
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
容
量
の
計
算
に
お
け
る
既
設
電
源
と
新
規
電
源
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
送
電
線
の
効
率
的
な
利
用
、
電
源
間
の
負
担
の
公
平
性
、
発
電
事
業
者
の
予
見
可
能
性
の
確
保

三



等
を
考
慮
し
、
既
設
電
源
を
含
め
、
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
可
能
と
す
る
容
量
の
計
算
の
前
提
と
す
る
系
統
に
流
れ
る
電
気

の
量
の
想
定
を
、
過
去
の
実
績
等
を
評
価
し
合
理
的
な
も
の
と
す
る
な
ど
、
現
在
の
運
用
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

事
業
者
間
の
個
々
の
既
設
電
源
に
関
す
る
接
続
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
電
源
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
送
配
電

事
業
者
は
公
表
し
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

五
に
つ
い
て

優
先
接
続
に
つ
い
て
は
、
先
に
接
続
申
込
を
し
た
発
電
事
業
者
の
予
見
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
後
に
接
続
申
込
を
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
優
先
的
に
接
続
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

優
先
給
電
に
つ
い
て
は
、
電
気
の
供
給
量
が
需
要
量
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
一
般
送
配
電
事
業
者
は
、

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
が
策
定
し
た
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
八
条
の
四
十
第
三
号

に
規
定
す
る
送
配
電
等
業
務
指
針
に
基
づ
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
出
力
の
抑
制
の
要
請
を
行
う
前
に
、
火

力
発
電
設
備
の
出
力
の
抑
制
の
要
請
や
地
域
間
連
系
線
を
活
用
し
た
他
地
域
へ
の
電
気
の
供
給
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

四



し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
再
エ
ネ
特
措
法
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に

よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

百
八
号
。
以
下
「
旧
再
エ
ネ
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
は
、
旧
再
エ
ネ
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産

業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
つ
い
て
電
力
系
統
へ
の
接
続
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
旧
再

エ
ネ
特
措
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
気
事
業
者
に
当
該
接
続
を
義
務
付
け
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
他
の
電
源
よ
り
も
優
先
的
に
接
続
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規
定
で
は
な
い
。
そ
の
上
で
、

平
成
二
十
八
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
よ

る
改
正
後
の
電
気
事
業
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
、
一
般
送
配
電
事
業
者
は
、
電
源
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
電
力
系
統

へ
の
接
続
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、当
該
接
続
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
た
た
め
、

こ
れ
を
受
け
て
再
エ
ネ
特
措
法
改
正
法
に
お
い
て
旧
再
エ
ネ
特
措
法
第
五
条
が
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
接
続
に
関
す
る
法
律
上
の
取
扱
い
に
、
何
ら
変
更
は
な
い
。

五


